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教養をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。(町民憲章より)

ど~

健やかな成長を
「あかりをつけましょボンポリ 女の子たちの元気な歌声がこだま

に、お花をあげましょ桃の花 」 していました。明るい笑顔は一 足

3月 3日は楽しいひなまつり 。 早い春を感じさせます。

今金保育所でも遊戯室にひな壇 健やかに成長するよう、みんな

が飾られ、もうすぐ一年生になる で見守ってあげましょう。
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町
民
の
み
な
さ
ん
の
な
ま
の
声

を
広
〈
町
政
に
反
映
し
‘
明
る
く

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
l
と
、
毎

年
新
年
度
予
ね
編
成
前
に
聞
か
れ

て
い
る
町
政
懇
談
会
。

こ
と
し
も
、

二
月
五
日
か
ら
十

五
日
ま
で
各
部
落
に
出
向
き
十
二

会
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
合
わ

せ
て
四
百
人
余
り
町
参
加
が
あ
り
、

地
域
内
切
実
な
要
望
や
町
づ
く
り

の
た
め
の
建
設
的
な
意
見
が
百
六

十
三
件
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

待望の~急車
4月1日;から業務開始l

画弘 一ーム一一ー 、

'--

意
見
要
望

積
極
的
に
町
政

各
地
区
の
態
賊
会
に
は
、
町
長
、
教

育
長
、
各
課
長
が
出
席
。
ま
ず
、
町
長

が
国
、
道
、
町
の
事
業
に
分
け
て
当
面

的
懸
案
事
項
を
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
地
区
内
代
表
が
司
会
に
当

た
り
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
町
理
事
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
、

将
来
的
見
通
し
に
つ

い
て
直
接
答
え
ま
し

た。
一
会
場
お
よ
そ
三

時
間
的
熱
心
な
話
L

合
い
は
、
い
ぜ
ん
町
道
、
側
溝
町
艶
備
、

除
雪
問
題
が
中
心
.
ま
た
、
生
活
例
制
拙
引

の
整
備
に
も
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
お
も
な
問
題
と
回
答
は
次
の
と

お
り
で
す
。
町
で
は
こ
れ
ら
を
尊
重
し

積
極
的
に
町
政
に
お
り
込
み
ま
す
が
‘

今
後
も
意
見
、
要
望
は
、
い
つ
で
も
気

軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〈
〉
町
政
の
基
本
方
針
は
(
種
川
)
H
昨

年
策
定
さ
れ
た
総
合
計
画
基
本
構
想
に

よ
り
進
め
る
が
、
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
毎
年
情
勢
町
変
化
に
対
応
し
て
修
正

す
る
弾
力
性
が
あ
る
の
で
、
要
望
は
で

き
る
だ
け
取
り
入
れ
て
い
く
。

〈
〉
部
落
会
館
の
新
築
、
増
築
を
(中
里
、

住
吉
、
神
丘
)
日
生
語
館
、
生
活
改
普

セ
ン
タ
ー
な
ど
形
は
違
う
が
、
各
地
域

内
中
心
と
な
る
施
緩
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
四
+
八
年
度
で
は
、
中
里
に
へ

き
地
保
健
福
祉
館
内
建
語
、

神
丘
福
祉

会
館
の
増
築
を
計
画
し
て
い
る
。
住
吉

は
五
十
年
度
に
建
設
し
た
い
。

〈
〉
明
る
い
町
づ
く
り
運
動
の
推
進
を
(

今
金
)
H
背
年
団
や
婦
人
会
に
呼
び
か

け
る
ほ
か
、
各
部
落
町
内
会
に
花
円
程

子
を
〈
ぱ
る
な
ど
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
進
め
る
。

。
防
犯
灯
、
街
路
灯
の
維
持
貨
を
軽
減

12会場に400人

町政懇談会

メ
モ
を
と
り
な

一

が
ら
熱
心
な
隠
し

一

合
い
(
種
川
)

Jろ

川

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
¥
運
動
中
に
ケ
ガ
を
し
た
・
¥
異
常
分
娩
だ

川

川

、

一
分

一
秒
を
争
い
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
に
町
民
の
と
う
と
い
生
命
を

川

馴

守
る
た
め
四
月
一
日
か
ら
救
急
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
す
.

川

川

二
人
向
忠
者
を
同
時
に
運
べ
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
刑
薮
急
自
動
車

(
写
真
)
川

川

は
す
で
に
消
防
団
本
部
に
配
車
に
な
っ
て
い
ま
す
が
「
桧
山
広
域
消
防
組
川

'
川
合
今
金
支
署
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
常
備
消
防
職
貝
が
増
強
さ
れ
る
の
を

川

川

待
っ
て
運
行
さ
れ
ま
す
。
救
急
業
務
の
範
囲
、
要
筒
手
続
き
な
ど
に
つ
い

川

川

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合
ど
う
す
る
か
な
ど
‘
具
体
的
決
定
は

か
な
り
微
妙
な
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
出
動
す
る
か
ど
う
か

は
、
傷
病
者
の
状
況
に
よ
っ
て
消
防
支

署
長
内
判
断
で
即
刻
決
定
さ
れ
ま
す
。

生
命
が
危
険
な
と
き

救
急
車
が
出
動
す
る
の
は
、
前
中
散
な

ど
に
よ
っ
て
人
的
生
命
、
身
体
円
安
全

を
守
る
た
め
に
緊
急
性
的
あ
る
こ
と
が

絶
対
的
要
件
で
す
。

た
と
、
え
ば
、
交
通
、
火
災
、
風
水
害
、

労
働
災
害
、
運
動
競
技
、
水
泳
、
犯
罪

な
ど
に
よ
る
事
散
や
、
街
頭
、
集
会
所

で
庁
ス
に
よ
る
中
毒
、
食
中
毒
、
脇
捻

転
、
気
迫
閉
鎖
、
興
協
分
娩
な
ど
が
起

き
た
場
合
、
ま
た
、
家
庭
内
で
も
生
命

に
危
険
を
及
ぼ
す
病
気
、
負
傷
の
場
合

は
出
動
し
ま
す
.
し
か
し
、
指
に
切
り

傷
を
し
た
と
か
、
カ
ゼ
を
ひ
い
た
と
い

う
よ
う
な
、
自
家
用
車
な
ど
で
患
者
を

病
院
に
輸
送
で
き
る
程
度
の
軽
い
病
気

や
ケ
ガ
的
場
合
は
、
救
急
円
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

現
在
、
救
急
業
務
を
し
て
い
る
市
町

村
で
か
か
え
て
い
る
大
き
な
悩
み
は
、

ハ
イ
ヤ
ー
が
わ
り
に
救
急
車
を
利
用
さ

れ
る
こ
と
で
す
。
実
際
の
問
題
と
し
て

子
ど
も
が
非
市
に
高
い
熱
を
出
し
た
場

一
九
番
に
電
話
を

出
動
を
た
の
む
場
合
は
、

一一

九
番

局
者
内
容
態
と
住
所
を
詳
し
く
電
話

末五l
日年、
で年
締金
め
切 三
り月

五
年
で
老
齢
年
金
的
受
給
資
格
が
確

保
で
き
る
。
五
年
年
金
。
の
加
入
受
け

付
け
は
三
月
三
十

一
日
で
締
め
切
ら
れ

ま
す
。

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治

四
十
四
年
四
月

一
固
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
ど
の
制
度
か
ら
も
年
金
が
受
け

ら
札
な

い
人
が
対
象
で
す
。
五
年
間
分

の
保
険
料

(月
九
百
円
)
を
昭
和
五
十

J¥ 

反
映

し
て
(
黄
利
河
、
今
金
)
日
こ
れ
ま
で

の
三
分
の
一

補
助
を
新
年
度
か
ら
一
一
分

的
一
に
改
め
る
。
ま
た
、
増
設
も
計
画

し
て
い
る
。

〈
〉
豊
田
橋
河
畔
緑
地
の
整
備
を
(
豊
田
)

H
花
い

っ
ぱ
い
運
動
と
関
連
し
て
助
成

を
考
慮
し
た
い
。

〈
〉
水
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
水
道
施
設
が
ほ
し
い
(
中
里
)
H

第
二
次
山
振
地
区
に
指
定
を
受
け
、
簡

易
給
水
施
設
を
検
討
す
る
。

。
温
泉
ポ
ー
リ
ン
グ
の
計
画
奇
聞
い
た

が
(
種
川
)
H
四
十
九
年
度
に
租
川
市

街
地
で
実
施
す
る
。
成
功
し
た
場
合
は

特
別
養
鑓
老
人
ホ

l
ム
に
も
利
用
す
る

考
‘
之
だ
。

〈
〉
八
束
に
墓
地
公
園
を
設
置
し
て
は
(

八
束
)
H
将
来
、
統
合
火
葬
場
を
計
画

し
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

。
不
燃
性
大
型
ゴ
ミ
の
捨
て
場
を
(
今

金
)
H
な
る
べ
く
早
く
市
街
地
周
辺
に

適
当
な
場
所
を
み

つ
け
た
い
。

。
校
舎
の
老
朽
化
が
著
し
い
の
で
改
築

を
(
金
原
)
U
五
十
二
年
度
に
中
学
校

を
統
合
、

A
Y
金
に
校
舎
町
新
築
を
計
画

し
て
い
る
.

。
学
校
一
行
事
貨
の
増
額
と
体
育
参
加
旅

、

f7 

し
て
く
だ
さ
い
。
消
防
支
岩
は
二
十
四

時
間
勤
務
で
す
か
ら
、
い
つ
で
も
出
動

可
能
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

救
急
車
が
到
着
し
ま
す
と
、
忠
者
を

タ
ン
カ
で
救
急
車
に
運
び
込
み
、
山
思
者

ま
た
は
家
族
の
指
示
す
る
病
院
に
危
符

し
ま
す
。

病
院
は
、
原
則
と
し
て
町
内

に
限
り
ま
す
が
、
町
外
の
病
院
に
輸
送

す
る
場
合
に
は
消
防
支
磐
長
町
許
可
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
速
く
な

る
と
、
町
内
町
業
務
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
‘
許
可
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
心
臓
病
や
脳
い
っ
血
で
倒
れ

た
場
合
に
、
患
者
の
か
ら
だ
を
動
か
す

と
死
亡
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
町
よ
う
な
場
合
は
、
医
師
向
指
示
に

よ
っ
て
処
理
し
ま
す
.
し
か
し
、
事
仙

に
よ
っ
て
は
医
師
が
来
る
こ
と
が
で
き

年
六
月
三
十
日
ま
で
に
納
め
る
と
、
翌

月

(
七
月
)
か
ら
九
万
六
千
円
の
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
を
の
が

き
ず
、
必
ず
期
間
内
に
役
場
年
金
係
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
給
付
金
の
申
請
を

老
愉
福
祉
年
金
は
満
七
十
歳
以
上
町

方
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
同

国
民
年
金
法
の
改
正
で
明
治
三

+
七
年

一
月
二
日
か
ら
明
治
三
十
九
年
四
月

一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
を
対
象
に
、
こ

と
し
の
一

月
か
ら
月
額
四
千
円
の
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

費
に
助
成
を
(
捷
利
河
)
H
新
年
度
で

均
担
割
を
配
序
す
る
が
、
体
育
参
加
旅
費

に
つ
い
て
は
、
管
外
の
も
の
を
中
心
に

考
え
て
い
る
。

〈
〉
町
道
団
代
線
の
拡
張
を
(
田
代
)
H

こ
と
し
か
ら
三
カ
年
計
画
で
田
代
橋
の

延
長
工
事
が
実
施
さ
れ
る
町
で
、
そ
の

後
に
計
画
し
て
い
る
。

〈
〉
国
道
の
交
通
安
全
対
策
を
(
住
吉
)

H
こ
と
し
は
神
丘
小
前
向
千
百
幻
に
歩

道
が
設
置
さ
れ
る
。
北
住
吉
駅
前
か
ら

住
吉
橋
ま
で
の
千
二
百
H
M
も
開
廷
に
要

望
し
て
い
る
。

。
飼
料
の
値
上
が
り
が
激
し
〈
酪
農
家

は
窮
し
て
い
る
(
日
進
、
神
丘
)
H
全

国
的
な
こ
と
で
憂
慮
し
て
い
る
.
関
係

機
関
に
極
力
普
処
を
要
情
す
る
。

〈
〉
消
防
後
援
会
に
町
賛
助
成
を
(
今
金
)

H
新
年
度
か
ら
出
ぞ
め
式
、
総
合
液
習

の
慰
労
会
的
費
用
を
町
費
で
負
担
す
る
。

〈V
地
域
集
団
電
話
の
開
通
の
メ
ド
は
(

英
利
河
)
H
美
利
河
‘
花
石
地
区
の
百

三
十
戸
を
対
象
に
七
月
通
話
開
始
で
き

る
見
通
し
に
な
っ
て
い
る
。

〈
〉
捷
利
河
駅
の
無
人
化
阻
止
を
(
費
利

河
)
H
町
‘
議
会
、
住
民
会
談
な
ど
幅

広
〈
反
対
運
動
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
合
理
化
阻
止
は
、
町
民
的
慮
り
上
が

り
が
決
め
手
に
な
る
。

〈V
地
籍
銅
査
を
円
滑
に
(
金
原
)
H
こ

と
し
は
、
盟
国
、
金
原
、
鈴
金
、
神
丘

鈴
岡
地
区
で
行
、
つ
が
、
十
分
話
し
合
い

理
解
を
得
て
進
め
る
。
不
在
地
主
と
の

連
絡
に
協
力
願
い
た

い。

( 2 ) 

ず
、
し
か
も
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

い
て
は
容
態
が
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、

忠
者
向
家
放
が
「
万
一
.
死
亡
し
た
場

合
で
も
、
損
害
賠
償
の
諮
求
を
し
主
い
」

町
文
舎
に
署
名
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
輸

送
し
ま
す
。

進
路
を
ゆ
ず
っ
て

自
動
車
を
運
行
す
る
人
に
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。
救
急
車
が
走
っ
て
き
た
と

き
は
、
道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
進
路
を

ゆ
ず
る
ほ
か
、
交
差
点
、
ま
た
は
そ
の

付
近
で
は
、
交
差
占
、
を
避
け
て
左
側
に

寄
り
、
一
時
停
止
を
し
て
く
だ
さ
い
。

同
滑
な
巡
行
が
で
き
る
よ
う
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

し
た
。
年
齢
に
骸
当
す
る
方
で
ま
だ
中

前
し
て
い
な
い
方
は
、
役
場
年
金
係
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

。
町
職
員
の
人
事
@

{
一
月
十
四
日
付
〕
ヤ
退
職
磯
辺

紀
子
(
保
育
所
)
{
一
月
三
十

一
日
付
〕

マ
退
職
吉
田
辰
雄
(
農
政
課
)
〔
三

月

一
日
付
〕
マ
町
消
防
団
本
部
へ
出
向

加
藤
富
雄

(
国
保
病
院
)
マ
水
準
由
主

水
道
保

一
入
節
夫

(新
採
用
)
マ
福

祉
労
政
諜
福
祉
労
政
係
桜
井
繁

(新

保
用
)

(q  ， 



吉元

町、，ず展示活動、表、

w-

全町内婦人が一堂に会 して 、自 ら学習したことや婦人学級

などで勉強したことを発表し合い、お互いの親睦を深めよう

ー と、初めての婦人文化祭が町婦人団体連絡協議会的主催で

3月 8日盛大に聞かれ ました。若いお母さんたちからおばあ

さんま で約 400人も集まり、町民センターと背少年会館をフ

ノレ利用。スポーソ、演芸発表、作品展示、百日1理会食、さらに

お茶の勉強と、春町一 日を楽しく和やかに過ごしました。

酔
民
訓E

。

d
R

点

え
約

で

ど

な

♂

刊

明

日

ゅ
は

了

し
ロ
間

」
刺

作

一一

、

の

、

道

慢

J
'
害

白

川
げ

芯

U

J

生

生、
a-

は

味
に

建

一
場

。

-
展
ら

」
化

ず
文
H
U

ト創管f

r 

昼食会は岳部落婦人の腕の見

せどころ。両会場の翻理室で

カレーライス、お Lるニ、ま

んじゅう、サンドイツチなど

を作り大バザー。益金は光の

里に寄付されました。

• 
お茶の作法もたしなみのひとつーと、教養娯楽室で

の茶道教室では慣れない手つきで一生けんめい。

一雄一段

初
の
婦
人
文
化
祭

午前中、膏少年会館ではスポーツとレクリェーション。日ごろ家庭

にとじニもりがちな主婦も、二の日ぱ治、り 11大はLゃぎ。 トレパン

姿でドッチポールゃなわ飛ぴリレー、卓球などに汗を流しました。

午
後
は
、
超
満
員
の
大
ホ
l
ル
で
芸
能
発
表
会
。
各

部
落
代
喪
だ
け
に
自
信
た
っ
ぷ
り
の
歌
や
踊
り
が
次

々
と
繰
り
出
さ
れ
、
ま
た
、
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
も
聞

に
は
い
り
会
場
は
手
拍
子
と
歓
声
で
割
れ
る
よ
う
。

久
し
ぶ
り
に
童
心
に
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

婦事
人当
研 Z
修ヒ
大
之』
~ 

こ
と
し
の
婦
人
研
修
大
会
は
、
町
内
か
ら
約
百
八

十
人
町
、
王
婦
た
ち
が
参
加
し
、
二
月
十
九
日
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
最
近
の
物
不
足
、
物
価
高
に
対
処
す

る
た
め
の

「消
費
者
生
活
講
座
」
。
道
生
活
科
学
卒

あ
ゆ
み
号
が
来
町
L
、
二
人
的
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か

ら
実
験
を
交
え
て
清
涼
飲
料
、
洗
剤
、
プ
ラ
ス
チ
y

ク
製
品
、
衣
類
の
危
険
性
や
見
分
け
方
な
ど
聞
か
さ

れ
、
生
活
に
見
近
か
な
問
題
だ
け
に
熱
心
に
メ
モ
し

て
い
ま
し
た
.
ま
た
、
午
後
は
、
政
治
に
参
加
す
る

意
義
や
町
政
の
現
況
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

婦人学級で明るい家庭を

、
P 

E
-3
H
O
担
曲
目荷
量
目
。
」ノ

健
康
で
明
る
い

家
庭
生
活
を
と
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
町
民
セ
ン
タ

教
養
娯
楽
室
で
姉
入
学
級
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
約
三
十
人
が
参
加
、
主
婦
た

ち
の
自
主
運
営
に
よ
り
V
T
R
、
O
H
P
を
利
用
し
、
家
底
的
健
闘
川
管
理
、
計

画
的
な
家
庭
生
活
、
く
ら
し
を
楽
し
く
す
る
レ
ク
リ
ェ

l
ン
ヨ
ン
、
交
通
事
故

町
分
析
な
ど
講
師
を
囲
ん
で
話
し
合
い
な
が
ら
学
習
し
て

い
ま
す
。

〕5
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3万円以上はタダに
/

職
業
援
護
相
談
所

が
ス
タ
ー
ト

高額療養費支給制度を新設

季
節
労
働
者
向
労
働
条
件
の
向
上
と

協
同
制
利
を

m進
し
よ
う
l
と
、
字
的

労
働
者
連
絡
協
議
会
と
出
か
せ
ぎ
援
護

相
談
所
が

一
本
化
さ
れ
、
新
た
に

「今

金
町
職
業
援
護
相
談
所
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

現
在
‘
町
に
は
季
節
的
に
町
内
外
で

就
労
す
る
人
が
約
千
人
を
数
え
て
い
ま

す
が
、
職
安
を
通
さ
ず
に
就
労
す
る
な

ど
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
あ
リ
ま
す
。
こ
の

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
お
医

者
に
か
か

っ
た
と
き
医
療
刊
の
三
川
を

自
分
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
の
岡
市
怖
で
、
こ
の
ほ
ど

一
人

一カ

月
町
医
療
費
(
同
一
病
院
)
の
向
己
負

担
額
が
三
万
円
を
こ
え
た
場
合
、
そ
の

こ
え
た
分
は
国
保
が
負
担
す
る
と
い
う

ゴ
仙
紙
療
養
枕
」
の
制
度
を
発
足
さ
せ

ま
し
Tも

手
続
き
は
、
医
療
貨
を
一
度
病
院
へ

支
払
い
「
日
制
療
発
償
支
給
申
請
苫
」

を
役
劫
阿
保
係
に
山
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、

二
、
二
一
カ
月
後
に

本
人
に
払
い
も
ど
さ
れ
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
が
区
く
て
長
期
入
院
し

た
リ
、
大
き
主
手
術
を
し
た
場
合
負

担
が
思
い
も
か
け
ぬ
ほ
と
か
さ
ん
で
家

計
を
圧
迫
し
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
こ

う
し
た
、
心
配
を
少
し
で
も
解
消
し
よ
ヴ

と
設
け
句
れ
た
も
の
で
す
。

税
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
健
康
管
理
を

し
か
し
、
国
民
地
山
崎
保
険
事
業
は
け

っ
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

北山
L
い
立
か
で
、
お
年
寄
っ
や
乳
幼

児
の
医
療
費
助
成
な
ど
が
次
々
と
実
施

さ
札
、
ま
た
、
人
目
的
老
齢
化
、
日
制

な
薬
が
保
険
で
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、
医
療
背
円
値
上
げ
主
ど
か
ら
、

医
療
吹
も
中
え
続
け
て
い
ま
す
。

医
療
伎
が
山
え
る
と
、
続
の
負
担
と

い
う
形
で
私
た
ら
の
灯
に
か
か

っ
て
き

ま
す
。
税
の
負
但
を
怪
く
す
る
た
め
に

も
、
山
だ
ん
か
ら
次
の
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

マ
病
気
が
な
お
り
に
く
い
か
ら
と
い
っ

て
、
次
か
ら
次
へ
と
お
医
名
を
変
え

る
こ
と
は
、
医
療
費
が
か
さ
む
ば
か

リ
で
な
く
、
余
分
主
総
山
日
が
か
か
り

ま
す
。
お
医
者
を
信
用
す
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

マ
医
療
質
的
約
半
分
は
薬
代
で
占
的
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ら
っ
た

薬
は
忠
者
さ
ん
に
必
要
な
ク
ス
リ
で

す
。
飲
み
残
し
な
ど
そ
ま
つ
に
し
な

い
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

マ
病
気
は
早
い
う
ち
に
発
見
し
、
早
く

治
療
す
る
の
が
、
な
お
り
方
も
円
十
く

医
療
山
口
も
少
主
〈
て
す
み
ま
す
。
そ

の
た
的
に
は
、
結
伎
検
診
、
成
人
病

検
へ
川
、
ガ
ン
検
珍
、
予
防
注
射
な
ど

は
進
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。
か
ら
だ

に
現
凶
い
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
と
か

く
州
出
版
に
無
凶
心
で
す
-
」
し
が
ち
で

す
。
日
ご
ろ
の
健
康
包
理
が
た
い
せ

つ
で
す
.

/ 

(6 ) 

一

。
学
校
‘
社
会
教
育
的
推
進
に
功
叫
酬
の

あ
っ
た
背
坂
栄

一
さ
ん
(
神
丘
小
教

諭

・
写
真
右
)
と
磯
部
紀
貞
さ
ん
(

.

.

 

A
F
1

金
郵
便
局
職
貝

‘3
泊
町
内
i
羽
目

・
写
真
左
)
が
四

，h
L
配

踊

十

八

年
度
桧
山
管

組
閣

内
教
育
実
践
表
彰

・
・
さ
れ
ま
し
た
。
育

、4
Jn
a
仮
さ
ん
は
、
桧
山

'M三
-
A

a--U刈
邑
也

教
育
研
究
所
研
究

4
-
M
な
ど
多
く
の
役

職
を
通
ヒ
管
内
の
道
憶
教
育
や
絞

式
教
育
の
振
興
に
尽
力
、
ま
た
、
磯

部
さ
ん
は
、
剣
道
連
盟
町
役
只
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
自
の
基
礎
を
築
き

吋
少
年
同
育
成
指
導
と
組
織
的
拡
充

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

〈
〉
松
村
俊
昭
さ
ん

(今
金
中
教
諭
)
向

論
文
「
コ

1
ス
選
択
制
英
語
学
習
指

導
的
実
践
L

が
道
教
育
実
践
研
究
報

告
書
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
論

文
は
、
教
師
と
生
徒
の
人
間
的
な
結

び
つ
き
の
な
か
で
六
年
間
に
わ
た
リ

実
践
、
検
証
、
改
強
固
を
重
ね
、
能
力

差
に
応
じ
た
指
噂
で
学
習
効
果
が
上

が
っ
た
ニ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

Y42援
護

委

mma抱
擁
後
援

ua致
傷
後
笛
号

mmmmmmZ孝
Z
Z抑

ydazz髪
a
z
z
E
a
z
numuz
Z
2
2
2
2
z
u
m

た
め
‘
組
織
を
よ
り
強
化
し
、
働
く
も
内
ι問
、
グ
ル
プ
就
労
向
指
導
主
ど
を
氏
需
給
緊
急
対
策
本
山
」
が
放
出
さ
れ

の
が
手
を
と
り
合
い
、
町
も
側
而
か
ら

計

図

し

、
さ
り
に
実
態
調
査
、
傷
害
保
ま
し
た
@
町
長
を
本
部
長
に
助
役
、
教

援
助
し
て
明
る
く
健
全
な
就
労
を
し
よ

険

の

加

入

を

推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
有
長
、
各
剤
師
長
な
ど
を
も
う
ら
し
、
商

ー
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま

す
。
相
級
所
町
会
伎
は
、
川
町
子
会
い
H

工
観
光
線
が
窓
口
に
な
り
ま
す
。

J
二
月
十
三
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
が
年
額
四
百
円
、
女
子
が
二
百
円
で
す
。

本
部
で
は
、
産
業
用
物
資
(
電
力
、

れ
た
総
会
に
は
、
町
内
向
季
節
労
働
者
役
場
祈
祉
労
政
識
に
事
務
局
が
あ
り
石
油
、
塩
ぴ
也
、
セ
メ
ン
ト
、
印
刷
用

約
百
人
が
集
ま
り
、
規
約
を
決
め
た
あ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
紙
な
ど
)
と
生
泊
必
需
物
資
(
灯
油
、

と

会

長

に

河

端

型

町

長

‘

副

会

長

に

新

プ

ロ

パ

ン

、

野

菜

、

食

肉

.

魚

、

小

麦

谷
定
治
さ
ん
(
南
栄
町
)
泣

除

秀

夫

さ

粉

、

砂

糖

、

氏

周

油

、

合

成

洗

剤

、

石

ん
(
末
広
町
)

土

田

市

治

さ

ん

(

東

町

)

け

ん

な

ど

)

に

闘

し

@
み
給
動
向
の
絢

を
逃
び
ま
し
e
。

t
H@
供
給
町
線川市
@
指
裂
の
抑
制
@
山間

今
年
皮
肉
事
業
は
、
指

導

資

料

的

作

係

機

関

と

の

連

絡

捌

幣

@
情
報
的
収
集

成

、

地

域

指

導

員

の

現

地

視

察

、

健

康

促

供

お

よ

び

苦

情

相

談

@
そ
の
他
緊
急

『

診

断

的

築

地

、

安

全

滅

労

推

進

集

会

的

対

策

が

行
わ
れ
ま
す
。

=

園
児
主
匂
オ

1
プ
シ

希
望

の
灯
と
も
る

桧
山
管
内
で
初
め
て
向
精
神

薄
弱
者
更
生
施
設
「
光
司
皇
学

園
」
は
、
す
ば
ら
し
い
自
然
破

境
に
悲
ま
札
た
神
丘
町
台
に
阻

舎
が
ほ
ぼ
完
成
、
四
月
上
旬
刷

岡
町
巡
び
に
な
り
ま
し
た
。

恵
ま
れ
な
い
精
簿
者
向
人
た

ち
を
可
能
な
限
り
更
生
さ
せ
、

家
庭
復
帰
や
社
会
へ
の
向
立
を

図
る
場
に
!
と
い

3
光
の
里
。

設
世
期
成
会
を
は
じ
め
関
係
者

町
長
い
聞
の
努
力
に
よ
り
、
自

転
者
振
興
会
か
ら
的
補
助
、
町

民
的
普
意
な
ど
が
相
次
ぎ
、
町

で
も
援
助
。
昨
年
七
月
社
会
福

祉
法
人
に
認
可
さ
れ
、
八
月
に

四
千
三
百
万
円
の
建
設
費
で
着
工
き
れ

て
い
た
も
円
で
す
。

，J
ノ

おしらせ

H

光
の
里
H

I!ぽ完成したユニークな園舎

メ
ソ
プ
や
カ
ス
ペ
の
山
々
に
固
ま
れ

た
広
々
と
た
雪
原
町
な
か
に

仰希
望

-国保被保険者証の検認は4月中

国民健康保険の被保険者証(手

帳)は 4月中に役場内検認がい り

ます。被保険者向資格や異動など

の状況を再確認するために行われ

るもので、検認済スタンプ円ない

被保険者証は 5月1日以降使用で

きません。必ず 4月中に役場国保

係で検認を受けてください。

なお、学生など速岡地用町もの

は、早めにとりよせて〈ださい0

.廃車届をしないと税金が
の
盟
u

を
象
徴
し
た
か
の
よ
う
な
真
赤

な
ト
ン
ガ
リ
悶
子
。
東
西
に
五
十
三
幻

も
あ
る
居
室
棟
町
中
央
が
鋭
角
に
高
〈

突
き
出
て
い
る
ユ
ニ
ク
な
設
計
で
す
。

一

補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ソ
ク
平
屋

一

建
て
六
百
六
十

一
平
方
H
川町
困
舎
に
は
一

明
る
い
日
差
し
の
当
る
仕
放
さ
居
室
十

一

の
ほ
か
、
指
導
、
観
察
、
医
務
、
静
養
、

一

食
堂
、
浴
場
r

会
設
な
ど
の
部
屋
が
あ
一

り
ま
す
。

一

定
H
H
は
、
十
五
歳
以
上
向
男
子
二
十
一

人
二
女
子
十
人
で
、
入
園
者
も
次
々
と

一

申
し
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一

学
園
で
は
、
学
園
長
、
指
噂
貝
、
平
一
最
近
内
物
価
他
上
が
り
に
対
し
、
政

務
貝
、
保
母
、
調
理
員
な
ど
九
人
的
職
一
府
や
金
融
機
関
で
は
総
需
要
抑
制
の
た

只
に
よ
り
、
農
耕
、
閲
芸
、
裁
縫
、
木
一
的
、
財
政
支
出
向
抑
制
や
金
融
町
大
幅

工
な
ど
の
作
業
学
習
を
中
心
に
し
た
教
一
引
締
め
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち

育
が
行
わ
札
、
集
団
生
活
を
通
じ
て
社

一
も
消
費
者
向
立
場
と
し
て
な
ん
ら
か
町

会
で
自
立
で
き
る
よ

3
に
し
ま
す
。

一
努
力
を
し
、

一
日
も
早
〈
物
価
町
安
定

町
民
の
暖
か
い
普
意
も
相
次
い
で
い

一
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。

ま
す
が
、
今
後
も
町
民
み
ん
寺
町
理
解
一
こ
の
よ
う
な
芯
昧
で
、
道
や
道
貯
蓄

と
協
切
が
、
り
っ
ぱ
な
施
設
に
育
て
る

一
推
進
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
次
の

推
進
カ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

二

つ

の

商
か
ら
物
価
抑
制
辺
倒
が
展
開

/ 
給役
緊 場
急内
対に
策物
本資
部需

最
近
の
石
油
、
生
活
物
資
な
ど
の
需

給
動
向
に
対
処
し
、
総
合
的
主
対
策
を

推
進
し
よ
う
!
と
、
役
場
内
に
「
町
物

廃車届をしないと、その車にま

た税金がかかります。乗らな〈な

ったバイク、使えな〈なった耕運

機などありま Lたら、 3月31日ま

でにナンパ←プレ トを L勺て役

場財政調lで廃車問をしてください。

なお、軽自動卓や2輸の小型自

動車は函館陸連事務所で手続きし

てください。

し勺〈貯
蓄
で
物
価
抑
制

一
。
伐
抹
作
業
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
ナ

タ
町
制
を
改
良
し
た
研
究
発
表
を
行

っ
た
篠
田
正
事
さ
ん

(
今
金
営
林
若

造
林
班
長

・
花
石
)
に
函
館
営
林
局

長
叫
が
附
句
れ
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
ま
す
.

一つ

U
、
物
価
円
上
が
る
原
因
に
は

複
雑
な
要
素
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
ま
す

が
‘
基
本
的
に
は
供
給
に
対
し
て
慣
円
安

が
多
け
れ
ば
価
格
は
上
が
り・

供
給
が

需
婆
よ
り
多
け
れ
ば
価
格
が
下
が
る
の

が
一
般
的
な
法
則
で
す
。
し
た
が
っ
て

消
費
者
向
立
場
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

で
き
る
だ
け
不
泡
不
要
の
消
費
を
抑
制

し
、
節
約
し
た
お
金
を
貯
蓄
す
る
こ
と

が
物
価
を
抑
え
る
一
つ
の
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。

二
つ
に
は
、

著
し
い
経
済
同
変
動
に

よ
り
業
組
に
よ
ぞ
は
倒
産
、
失
業
な

ど
突
発
的
な
事
態
が
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
そ
の
時
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
〈

ら
し
や
家
族
を
守
る
自
衛
手
段
と
し
て

の
貯
蓄
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
ロ
う
前
に
、
お
金
を
出
す
前
に
、

本
当
に
「
こ
れ
が
な
〈
て
は
〈
ら
せ
な

い
か
」
と
岩
，え
な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
貯
蓄
で
築
こ
う
物
価
の
と
り
で
」

「
貯
蓄
で
守
ろ
う
わ
れ
ら
の
〈
ら
L
」

.あなたも技能士を目ざそう

函館総合間等訓練校 (函館市日

吉町)では、 2級技能士通信講座

の受緋生を募集しています。会社

工場で働いている実務経験者が対

象で、機械、板金、塗装、建築、

印刷など29極的訓練科目があり、

修了生には国家検定て'学科試験免

除の特典が与えられます。

学習内容は自学自習、質疑応答

政問解答、面接指導などです。訓

練期間 1カ年てη畳:講料は 4，000円
申L$みは随時受け付けています。

.危険物取担者拭験に申 L込みを

こと L1回目的危険物取扱者試

験は. 5月26日江差町で行われま

す.受験希望者は 4月1日から 10

固まて・に桧山支庁振興課へ願書を

提出して〈ださい。願諮類は役場

消防係にあります。

(7) 



交
通
事
故
か

か
わ
い

半
円
か
ら
は

い
よ
い
よ
新
下
則
。
新

し
く
入
学
、
入
閣
さ
れ
る
千
ど
も
ぎ
ん

が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
ま
た
、
銀
引き
が

ゆ
る
ん
で
く
る
ご
月
か

均
四
月
に
か
け

て
は
、
戸一
外
で
の
遊
び
も

ヤ
え
ま
す
。

幼
児
や
子
ど
L
を
も
っ
母国崎
、
市干の

辺
転
者
、
町
内
会
、
山
部
会
で
は
、

次

の
こ
と
に
ト
分
討
を
く
ば

っ
て
、
交
通

nL
 

事
故
か

句
小
さ
な
生
命
の
灯
を
守
り
ま

'u，e
、「，
。

〔お
母
さ
ん
方
へ

〕

マ
歩
道
と
車
道
町
区
別
を
は
っ
き
り
教

ぇ
、
歩
道
の
安
全
性
と
、
そ
こ
を
歩

く
こ
と
を
徹
底
さ
せ
よ
う
。
歩
道
の

な
い
と
こ
ろ
で
は
、
心
両
聞
の

「右
は

し
」
を
歩
く
よ
う
に
教
え
よ
う
。

マ
交
通
品
目
多
い
と
こ
ろ
に
は
、
横
断

ら
守
ろ
う

い
入
学
、
入
園
児

，-ー一一一ー・一一一ー・ーー一一ー・ー・一一-ーー・一一一ーーーー一一ーーー一

少
道
が
あ
り
ま
す
。
少
し
ぐ
ら
い
回

り
道
を
し
て
も
安
全
に
横
断
で
き
る

こ
と
を
教
え
よ
う
。

マ
刊
、
賞
、

赤
の
意
味
と、

信
号
に
よ

っ
て
内
政
り
方
、
止
ま
リ
万
を
正
し

く
教
え
よ
一ヲ。

マ
外
で
遊
ぷ
、}と
が
多
く
主
リ
ま
す
。

公
全
な
遊
び
場
を
き
め
て
‘
阜
の
辿

る
と
こ
ろ
に
は
行
か
せ
な
い
よ
う
に
。

【遭
転
者
の
方
へ
〕

マ
学
校
幼
稚
困
、
保
育
所
な
ど
の
付

近
で
は
、
子
ど
も
が
突
然
飛
び
出
し

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

を
見
た
ら
巷
信
号
と
思
っ
て
、

一
時

停
止
を
碓
尖
に
略
行
し
ょ
‘1

7
横
断
b
f
道
に
接
近
し
た
と
き
は
、
そ

の
前
で
止
ま
れ
る
よ

ワ
に
減
速
を
し

ょ
っ
。

マ
子
ど
も
が
歩
車
迅
同
区
別
さ
れ
て

い

な
い
道
路
を
通
行
し
て
い
た
ら
徐
行

し
、
安
全
な
間
隔
を
保
っ
て
子
ど
も

の
側
方
を
通
過
し
よ
う。

〔町
内
会
、
部
落
会
の
み
な
さ
ん
へ

}

マ
危
険
な
道
路
で
の
遊
び
を
防
ぐ
た
的

に
、
子
ど
も
の
安
全
な
遊
び
坊
を
つ

く
ろ
う
。

マ
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

を
見
か
け
た
ら
「
愛
の
一
声
L

で
注

苦
し
ょ
っ
。

、
， 

3 L
-、

.、

、

/ 

制

a
A・

・
み
ん
な
で
協
力
、
除
排
雪
を

近
年
に
な
い
大
守
的
弘
、も
峠
を
越
し
舌
解

け
の
春
も
か
け
足
。
除
排
雪
作
業
(
写
真
)

L
2ピ
y
チ
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
家
の

ま
わ
り
や
小
路
に
あ
る
宮
は
、
近
所
の
方
々

み
ん
主
で
協
力
し
合
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

， 

=広報=

トヒqvクス

¥ 

ーー-ー=ーー-=ーー

(8 ) 

-
元
気
で
学
校
へ
行
け
る
配
立

健
康
な
か
ら
だ
で
入
学
し
て
も
ら
お

う
i
E
・
新
入
学
児
の
健
康
診
断
は
二

月
下
旬
に
町
内
向
各
病
院
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
十

一
校
百
七
十
六
人
的
干
ど
も

た
ち
は

っ
き
そ
い
の
お
母
さ
ん
の
不

安
顔
を
よ
そ
に
、
お
と
な
し
く
診
断
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

原 吉

八
木

騰
子

(幸

徳

長

女
)
八

束

油

家

州

史

(弘
美

二
男
)
南
栄
町

問
河

隆

子

(
消

弘

氏

女
)
神

丘

田

中

崇

(明

長

男

)
本

町

久
保
田

誠

(良
市

民

男

)
級

町

伊
藤

学

(優

長

男

)
極

川

奥
凶

!
洋

(聡

二
男
)
日
出
町

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

工
藤
久
美
子

(蜂

二

女

)
南
栄
町

一
紙
麻
衣
子

(
茂

二
女
)
本

町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

竹

内

章

郎

(
輝
雄

長

男
)
八

束

栗

城

敏

雄

M
H
阿

部

民

子

旭

町

桂
川

聡

(博
勝

長

男
)
間

代

近

藤

真

一
1
山
口

紀
子

金

収

間
本
昌
明

(幸
吉

二

男
)
八
幡
町

長
谷
川
三
原

1
堂

前

ま

り

子

御

影

佐
藤

絵
美
(
義
雄
長
女
)
神

丘

矢

内

梢

生
H

入
井

開T
J
T

花

石

菅

文

光

一
(光

男

長

男
)
栄

町

内
ケ
島
万
寿
男

1
川

上

智

子

寒

昇

中
野

光

規

(助
作

長
男
)
緑

町

岡
本

他
二
1
谷

崎

市
主
』

中

旦

宅
計

。
北
梅
置
今
金
町
性
、
，

幅

畢

揖

轄
企
画
瞳

印
刷

長

門
出
版
社

畑
沢

信

一
l
加

藤

照

代

住

小
田
島
親
守
H
M
山

口

先

手

金

圏
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

館

田

ミ

ヨ

七

十

五

歳

高

美

町

松
村
ア

ヤ

コ

六

十
六
歳

英
利
河

渡
辺

関

蔵

七

十

七

歳

種

川

出
口
y
ズ

エ

六

十

歳

鈴

岡

山

崎

節

子

四

十

五

歳

旭

町

坂

井

茂

夫

三
十
五
歳
八
幡
町

佐

藤

ツ

ヤ

七

十

七

歳

末

広

町

小
岩

泰

七

十
七
歳
種

川

宮
谷
志
印
ん

八
十
三
歳

寒

昇

犬
山
理
ふ
さ

七
十
六
歳

末

広

町

中
川
き

よ

し

七

十
四
歳
昭
和
町

(
一
月
分
)

尭
行

・
叫
・

3
-
m

時雨
1frJ月に
比べて

人口 10，315 (+13) 

男 5，110(+13) 

宜 5，205(土0)

世帯 2，701 (士0)o月31日碍在的)
住民基本古恥人口/


